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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学は難しいものであると思われていますが、しっかりと勉強を積み重ねていけば理解できるもの

です。まずは授業をよく聞いて内容の理解に努めましょう。内容が理解できたと思ったら、問題を

解いてみましょう。問題を解くために頭を働かせることで数学の理解が深まります。ただ答えを求

めるだけでなく、途中式や考え方も書き残しておきましょう。また、各自で答え合わせをしましょ

う。答え合わせは、自分がどこでつまずいたかを知る大切なものです。しっかりとした心構えで学

習を続けてください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。 

（1）複素数と方程式、図形と方程式、いろいろな関数、微分と積分の考えについての基本的な概

念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的

に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（2）数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する

力、座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し、方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的

確に表現したり、図形の性質を論理的に考察したりする力、関数関係に着目し、事象を的確に表現

してその特徴を数学的に考察する力、関数の局所的な変化に着目し、事象を数学的に考察したり、

問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察する力を養う。 

（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしよう

とする態度や創造性の基礎を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 
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観
点
の
趣
旨 

数学Ⅱにおける基本的な概

念や原理・法則を体系的に

理解しているとともに、事

象を数学化したり、数学的

に解釈したり、数学的に表

現・処理したりすることが

できる。 

数の範囲や式の性質に着目

し、等式や不等式が成り立つ

ことなどについて論理的に考

察する力、座標平面上の図形

について構成要素間の関係に

着目し、方程式を用いて図形

を簡潔・明瞭・的確に表現し

たり、図形の性質を論理的に

考察したりする力、関数関係

に着目し、事象を的確に表現

してその特徴を数学的に考察

する力、関数の局所的な変化

に着目し、事象を数学的に考

察したり、問題解決の過程や

結果を振り返って統合的・発

展的に考察する力を身につけ

ることができる。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度、粘り強

く柔軟に考え数学的論拠に基

づいて判断しようしている。 

また、問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり、評

価・改善したりしようとして

いる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 式

の

計

算 

 1．整式の乗法 

 2．二項定理 

 3．整式の除法 

 4．分数式 

a: 3次の乗法公式、因数分解の公

式を用いて、展開・因数分解がで

きる。二項定理を用いて、展開式

における各項の係数を求めるこ

とができる。整式を整式で割った

ときの商と余りの求め方を理解

できる。分数式の計算手順を理解

し、簡単な計算を行うことができ

る。 

b: 組合せの考えやパスカルの三

角形をもとに、二項定理(a＋b)^n

の展開を論理的に考えることが

できる。整式の除法の商・余りに

ついての等式を用いて、2種類以

上の文字を含む整式の割り算な

ど、やや複雑な除法について考察

することができる。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 
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c: 整式の乗法・除法に関心を持

ち、意欲的に活用しようとしてい

る。分数式の基本性質を使って、

進んで分数式の四則演算の計算

をしている。 

複

素

数 

と 

方

程

式 

 1．複素数 

 2．２次方程式 

 3．剰余の定理と因数定理 

 4．高次方程式 

a: 実数から複素数へ数の拡張を

する意義を理解している。複素数

の範囲へ拡張されたときの 2 次

方程式の解について、判別式や解

と係数の関係を理解している。因

数定理を用いて因数を見つけ、因

数分解をすることができる。因数

分解の公式や因数定理を用いた

高次方程式の解法を理解してい

る。 

b: 

c: 

 

 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点 

と 

直

線 

1．直線上の点 

 2．平面上の点 

 3．直線の方程式 

 4．2 直線の関係 

a: 直線上、および平面上の２点

間の距離を求めたり、与えられた

点と２点間の距離の条件からも

う一方の点の座標を求めたりで

きる。通る点の条件から、直線の

方程式を求めることができる。２

直線が平行、または垂直となる条

件を理解している。点と直線の距

離の公式を理解している。 

b: 2 点間の距離の考え方を応用

して、中線定理などの等式を証明

することができる。2直線が垂直

になる条件を応用して、種々の図

形の性質を証明することができ

る。 

c: 直線上の点や座標平面上の点

について、いろいろな距離や座標

を求めることに関心をもち、調べ

ようとしている。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 
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円 1．円の方程式 

 2．円と直線 

a: さまざまな条件における円の

方程式を求めることができる。円

と直線の共有点と判別式との関

係を理解している。円の接線を導

く過程を理解し、その公式の活用

方法がわかる。 

b: 円の方程式と２点間の距離と

の関係に着目できる。円と直線の

共有点を判別式との関係で捉え

られる。円の接線の方程式を２直

線の垂直条件から見いだすこと

ができる。円の方程式を連立させ

ることで、2つの円の共有点の座

標を求めることができる。 

c: 円や直線の位置関係について

関心を示し、積極的に調べようと

している。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 

 

 軌

跡 

と 

領

域 

1．軌跡と方程式 

 2．不等式の表す領域 

a: 座標を用いて、与えられた条

件を満たす点 P の軌跡を求める

ことができる。不等式、連立不等

式の表す領域について理解し、図

示することができる。 

b: 関係式を適切に整理し、与え

られた図形上を動く点により定

まる軌跡や、放物線の頂点の軌跡

などを求めることができる。連立

不等式の表す領域の考え方を、最

大・最小の問題に応用して解くこ

とができる。 

c: 軌跡や領域の考え方に興味を

示し、さまざまな応用方法につい

て調べようとしている。線形計画

法に興味を示し、身の回りの事象

を連立不等式として捉え、最大

値・最小値を求めようとしてい

る。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 
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2 三

角

関

数 

 1．一般角 

 2．弧度法 

 3．三角関数 

 4．三角関数の性質 

 5．三角関数のグラフ 

 6．三角関数の応用 

a: 弧度法について理解するとと

もに、角θの表す動径を一般角で

表すことができる。三角関数の定

義や相互関係を理解している。三

角関数の性質やグラフの特徴を

理解している。 

b: 三角関数のさまざまな問題を

単位円を利用して処理すること

ができる。三角関数の方程式や不

等式をグラフを利用して求める

ことができる。 

c: コンピュータなどを利用し

て、いろいろな三角関数のグラフ

をかき、その特徴を調べようとし

ている 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 

 

 加

法

定

理 

1．加法定理 

2．加法定理の応用 

a: 三角関数の加法定理や 2 倍角

の公式、半角の公式、および三角

関数の合成について理解してい

る。 

b: 三角関数の加法定理や 2 倍角

の公式、半角の公式、および三角

関数の合成の導出過程を理解し

ている。２倍角の公式や半角の公

式、三角関数の合成を適切に活用

できる。 

c: 加法定理からいろいろな公式

が導けることがわかり、その良さ

に関心をもっている。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 指

数

関

数 

1．指数の拡張 

2．指数関数 

a: 指数を正の整数から有理数へ

拡張する意義を理解している。指

数法則を用いて数や式の計算が

できる。指数関数の値の変化やグ

ラフの特徴について理解してい

る。 

b: 累乗根を含む式の計算につい

て、指数法則を利用して考察でき

る。指数関数の式とグラフの関係

について、多面的に考察できる。

指数関数を利用して、方程式や不

等式を解くことができる。 

c: 指数の拡張、累乗の考え方に

興味を示している。指数関数のグ

ラフの図示に積極的に取り組ん

でいる。 

 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 

 

 対

数

関

数 

 1．対数とその性質 

 2．対数関数とそのグラフ 

 3．常用対数 

a: 対数の性質や底の変換公式の

活用方法を理解している。対数関

数の性質や常用対数の活用方法

を理解している。 

b: 対数の性質を利用して、いろ

いろな計算ができる。対数を含む

方程式・不等式を解くことができ

る。対数関数の式とグラフの関係

について、多面的に考察できる。

常用対数を用いて、整数の桁数を

調べたり、それに関連した文章題

を解いたりすることができる 

c: 指数と対数の関係に関心をも

っている。身の回りの現象で、対

数関数のような変化をするもの

見いだし、実際にその変化につい

て考察しようとしている。 

 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 
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３ 微

分

係

数 

と 

導

関

数 

1．平均変化率と微分係数 

 2．導関数 

 3．接線の方程式 

a: 微分係数の意味について理解

し、微分係数を求めることができ

る。導関数の意味について理解

し、導関数を求めることができ

る。関数の定数倍、和及び差の導

関数を求めることができる。微分

係数の図形的意味を理解し、接点

の座標が与えられた場合の接線

の方程式を求めることができる。 

b: 接点の座標がわからないとき

の接線の方程式を求めることが

できる。(ax+b)^n の導関数を求

めることができる。 

c: 関数の局所的な変化に着目す

ることの良さがわかり、その変化

を調べようとしている。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 

 

微

分

法

の

応

用 

1．関数の増減と極大・極小 

 2．導関数のいろいろな応用 

a: 導関数を用いて、関数の値の

増減や極大・極小を調べることが

できる。 

b: 導関数を利用して、グラフの

特徴を読み取ることができる。関

数の増減を利用して、不等式の証

明をすることができる。 

c: 導関数を利用してグラフをか

くことに積極的に取り組んでい

る。関数の最大・最小を用いて、

さまざまな文章題を考えること

ができることに関心を示し、取り

組んでいる。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 
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積

分

法 

1．不定積分 

 2．定積分 

 3．定積分と面積 

a: 不定積分の公式の導き方や使

い方を理解している。定積分の公

式の導き方や使い方を理解して

いる。図形の面積と定積分との関

係を理解している。２曲線の間の

面積を求める公式を正しく利用

することができる。 

b: 微分の逆演算としての積分の

考え方を理解し、条件を満たす関

数を求める問題を解くことがで

きる。絶対値のついた関数の定積

分や、曲線と接線で囲まれた図形

の面積などを、公式を応用して求

めることができる。 

c: 微分と積分の関係に着目し、

その関係に関心をもっている。定

積分と面積の関係に興味を持ち、

いろいろな図形の面積を積極的

に求めている。 

 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出物 

 

 

 

 

提出物 

 

振り返りシ

ート 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


